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一 般 質 問 通 告 表 
 

平成２３年第３回姶良市議会定例会《９月２０日（火） 午前９時開会》 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．法元 隆男 １．姶良警察署の移

転について 

 

 

 

 

 

２．選挙における期

日前投票について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．市道側溝の維持

管理について 

 

 

 

 姶良警察署が加治木地区から姶良地

区に移転することになった。 

 本署が移転することにより防犯の領

域が著しく変わることになるがその対

策を問う。 

 

 

 期日前投票が実施されるようになっ

てから、投票日に都合の悪い人にとっ

て、以前の不在者投票に比べ簡便な方

法であり好評である。 

 

（１） 先の県議会議員選挙において、

合併している地区がまだ十分に一体感

を有しない時期に、各地区の期日前投

票の期間に相違があった。公平性に欠

けるとの多くの意見があったがどのよ

うな経緯によるものか問う。 

 

（２）今後の選挙（特に平成 26 年４月

に予定される市長及び市議会議員選

挙）について、どのように実施するか

問う。 

 

 

 蓋付側溝について、規模によっては、

その開閉は専用の道具を必要とする。

地域住民が美化活動等で溝掃除が出来

ない。 

 

（１）市内全域の蓋付側溝の泥堆積状

況をどの程度把握しているか問う。 

 

（２）定期的に（３～５年ごと）市内

全域を点検する体制はとれないか問

市長 

 

 

 

 

 

 

選挙管理委

員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選挙管理委

員長 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

う。 

 

２．竹下 日出志 １．安全・安心な水

道事業について 

 

 

 

 

 

 

２．地球温暖化防止

策と熱中症対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒲生地区では、飲料水供給施設を地

域の自治会で管理しているところがあ

る。安心・安全でおいしい水の供給と

施設の維持管理をするため、市の飲料

水供給施設として整備する考えはない

か。 

 

 

（１）「熱中症死ゼロ」を目指して、国

と自治体の連携で効果的な啓発活動の

推進が求められている。高齢者や障が

い者、乳幼児など熱中症の危険の高い

人に対して、熱中症対策はどのように

取り組むか。 

 

（２）「熱中症から子どもたちを守ろ

う。」と鹿児島県志布志市は今夏、熱中

症事故を防止するため、市内の小・中

学校の全学級と市教育委員会に熱中症

計を配備した。本市でも熱中症計を配

備する考えはないか。 

 

（３）公共施設等で水分補給できる休

息所を開設する、クールシェルターの

設置は考えないか。 

 

（４）ヒートアイランド現象の緩和を

目的に、水を細かい霧状にして噴射し、

その霧が蒸発する際に大気中の熱を奪

っていくことを利用して冷却するドラ

イ型ミスト装置が全国的に設置されて

いる。本市でも熱中症予防対策として、

ドライ型ミスト装置を公共施設等に設

置する考えはないか。 

 

（５）屋外教育の充実や児童けが防止

のほか、砂じんの飛散防止、ヒートア

市長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

３．心の健康対策推

進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．市民の力を活か

すボランティア活

動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イランド化の抑制、景観改善など多様

な利点がある校庭の芝生化を推進する

考えはないか。 

 

 

 社会構造の変化に伴うストレス社会

の影響で、うつ病など心の病やドメス

ティック・バイオレンス（ＤＶ＝配偶

者などからの暴力）、児童虐待など、国

民の生命や生活を脅かす深刻な事態が

増えている。 

 

（１）地域や職場、学校で心の悩みが

大きい人や、うつ状態に陥っている人

を早期に発見し、適切な相談や専門家

を紹介し治療することができるネット

ワーク体制を構築して、素早い対応を

行う考えはないか。 

 

（２）地域住民に対する自殺に関する

教育や啓発運動、心の電話相談などを

充実させる考えはないか。 

 

 

 

 

（１）高齢者の見守りや、孤独死の防

止対策として、また、地域の共助力を

高める取り組みとして、朝起きたら黄

色い旗を玄関先に掲げ、夕方には家の

中にしまう。そして旗がないときは、

近隣の住民が安否を確認するという毎

日の取り組みである「黄色い旗運動」

を実施する考えはないか。 

 

（２）姶良市在住の 65 歳以上の方がボ

ランティア活動を通じて、自分自身の

健康増進と介護予防を図り、いきいき

とした地域社会づくりを推進すること

 

 

 

 

 

市長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

５．安全・安心なま

ちづくりについて 

 

 

 

を目的とした、「介護保険ボランティ

ア・ポイント制度」を導入する考えは

ないか。 

 

 

高齢者や障がい者、健康上不安を抱え

ている人の安全・安心のために医療情

報を入れたキットを冷蔵庫に保管する

「救急医療情報キット」を、希望する

世帯へ配布する考えはないか。 

 

 

 

 

 

 

市長 

３．新福 愛子 １．高齢者にやさし

いまちづくりにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．防災と男女共同

参画について 

 

 

 

本年３月、介護保険法が改正され、

その柱のひとつに「地域包括ケア」の

実現があり、団塊の世代が７５歳以上

になる 2025年までの目標として掲げら

れた。各自治体では、特に認知症対策

について様々な取組が進んでいる。 

 

（１）徘徊される認知症の方を地域で

見守り、保護するしくみとして「徘徊

SOS ネットワーク模擬訓練」が各地で取

り組まれているが、本市でも取り組む

考えはないかを問う。 

 

（２）認知症を正しく理解し、認知症

の方やそのご家族を見守る「認知症サ

ポーター」を養成する講座を積極的に

開催し、「サポーター県内一」をめざす

考えはないか。 

 

（３）認知症予防に効果が期待される

聴力検査を、導入する考えはないか。 

 

 

 1995年の阪神・淡路大震災、2004年

の中越地震後、国の防災基本計画に「女

性の参画、男女双方の視点」が盛り込

まれ、2008年には、「男女双方の視点に

配慮した防災を進めるため、防災に関

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．平和を尊び、平

和を育むまちづく

り 

 

 

 

 

 

する政策・方針決定過程及び防災の現

場における女性の参画を拡大し、男女

共同参画の視点を取り入れた防災体制

を確立する必要がある」との一文が追

加された。また、本年策定された第 3

次男女共同参画基本計画には、重点分

野として「防災」が明記された。本市

での防災計画等への男女共同参画の視

点を問う。 

 

 

（１）第 6回を迎えた「8．11 加治木空

襲の日 平和のつどい」も姶良市民に

周知されるようになってきた。戦争の

残酷さと平和の尊さを語り継ぐことの

大切さを認識するが、遺族会の皆様を

中心に執り行われる「戦没者慰霊祭」

に、少しでも多くの市民が参加できる

ような取組を考えられないかを問う。 

 

（２）この 8月 12日、市川修一さん、

増元るみ子さんが吹上浜で拉致されて

33 年目となった。本年度の姶良市とし

ての被害者家族への支援を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

４．湯之原 一郎 １．市営温泉の運営

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、姶良市には旧町から引き継い

だ２ヵ所の市営温泉があり、市民の健

康増進や憩いの場として活用されてい

るが、以下の点について問う。 

 

（１）龍門滝温泉は、指定管理者制度

を導入し入浴者数も安定した数字が続

いており、収支状況も良好のようであ

るが、今後の運営で懸念される課題、

問題点はないか。 

 

（２）くすの湯は、平成６年に営業を

開始しているが、深井戸のために、揚

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．交通事故防止策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯ポンプの故障等も数回発生してお

り、温泉の湧出量も年々減少傾向にあ

る。一方で合併後、年間入浴者数は大

幅に増加してきているようであるが、

今後のくすの湯の運営方針について問

う。 

 

（３）現在、平成 24年度以降の指定管

理者について 17 施設の募集がはじま

っており、その中に龍門滝温泉も含ま

れているが、くすの湯に指定管理者制

度を適用しない理由について問う。 

 

（４）くすの湯の最大の課題は、湯量

の少ないことだと考える。近年、温泉

掘削技術も進歩してきており、掘削費

用も以前より安価になってきているよ

うであるが、くすの湯に新たな泉源を

確保する考えはないか問う。 

 

 

（１）蒲生市街地は、薩摩古来の兵法

による町割が保存されており、歴史的

な価値も高く、観光面でも街歩きなど

に活用され評価されている。一方で見

通しの悪い交差点が多く、出合い頭の

事故が跡を絶たない。特に蒲生総合支

所横の県道との交差点・蒲生薬局前交

差点・幽栖寺横の交差点での事故の発

生が多いが、現状をどう捉えているか。

また、事故防止策についてどのような

検討がなされているのか問う。 

 

（２）蒲生体育館は、各種スポーツ大

会の利用が多く、駐車場に駐車できな

かった車が、体育館の前を通る道路の

両側に停めてあることがしばしばあ

り、車の陰からの飛び出しなどでヒヤ

リとすることがある。何らかの対策を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．各種会合に対応

できる会議室等を

備えた宿泊施設の

誘致について 

 

 

 

講じる必要があると考えるがどうか。 

 

（３）昨年、米丸地区の水田地帯を通

る市道と農道の交差点で、負傷者多数

を出す、車同士の出合い頭の事故が発

生した。その後どのような対策がとら

れたか。 

 

 

 市民の間から存続が期待されていた

大規模宿泊施設が、他の用途に供する

ために売却されたが、７万５千人を擁

する姶良市には、各種会合に対応でき

る会議室等を備えた宿泊施設は必須の

施設と考える。誘致に向けて、対応策

を検討する考えはないか問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

５．萩原 哲郎 １．桜島サービスエ

リアにスマートイ

ンターチェンジ（Ｅ

ＴＣ専用）設置・企

業誘致について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 桜島サービスエリアにスマートイン

ターチェンジ（ＥＴＣ専用）を設置す

ると、地域住民の利便性・企業誘致や

観光面にも効果がある。 

（１）２２年度は、スマートインター

チェンジを設置するため、設置可能性

調査を行い、２３年２月ごろには、委

託業者からの成果報告が届いていると

思うが、結果を示せ。 

（２）人口増加には、企業誘致も必要

と思う。 

不況等により、企業立地も思うよう

に進まない状況にあるが、現状況で企

業対策は万全か。今後の企業誘致目標

を示せ。 

 

 姶良市は恵まれた立地環境に加え、

経営者の皆様に満足いただけるよう

な、様々な業種に対応する工場用地や、

企業優遇制度を用意してあると思う

が、工場用地場所と優遇制度を示せ。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

２．道路改善対策、

整備計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姶良ニュータウン入口から高速道路

までの県道十三谷・重富線は、急勾配

でカーブがあり、見通しも悪く、交通

事故が多く発生している。 

（１）県の用地もあり、県との話し合

いでカーブの撤去を要望していたが、

いまだに改善されない理由、答弁で「道

路維持課、姶良・伊佐地域振興局に要

望して参ります」とのことであるが、

要望の結果を示せ。 

 

（２）イオン前の横断歩道中央にある、

電柱の移設協議の結果を示せ。 

 工事の時、どこの業者が立ち会って、

どのような会話がなされ、どの様に決

定するのか。 

 

 横断歩道中央にある電柱について、

行政の考えを示せ。 

 

（３）森南交差点の視覚障がい者誘導

ブロックの改善されない理由と要望結

果を示せ。（約２年経過） 

 

 

（４）竪野中央・狩川線は、火災発生

時の消火活動・急病時の救急車の進入

等に多くの課題や悩みを抱えている。 

 また、小・中・高校生の通学道路と

しても、市民の生活道路としても、危

険度の高い道路である。 

 県内で１番暮らしやすいまち姶良市

にするためにも、市民の安全を守るた

めにも、危険度の高い道路の改善が早

急に必要と思う。 

 

 前回の答弁に、「隣接する市道と改良

した市道が接続されなければ、事業の

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果が出てまいりませんので」とある

が、県道と市道に繋がるので効果は十

分にある。 

また、「改良区間の地権者のご理解が

得られましたら、実施設計を行い、工

事に着手したいと考えています」との

ことであるが、竪野中央・狩川線の地

権者との用地交渉の進捗状況を示せ。 

 

 危険度の高い道路の改善を急ぐ必要

があると思うが、今までの行政の努力

成果を示せ。 

 

６．堀 広子 １．就学援助制度の

拡充を求める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）就学援助の対象者は毎年増えて

いる。 

しかし、2005 年度国からの補助が要

保護者に限定され、準要保護者は一般

財源化された。 

 

学校教育法第１９条は「経済的理由

によって、就学困難と認められる学齢

児童又は学齢生徒の保護者に対して

は、市町村は、必要な援助を与えなけ

ればならない」と規定している。 

 

平成２２年４月から要保護児童生徒

援助費補助金の補助対象費目に追加さ

れた、クラブ活動費・生徒会費・ＰＴ

Ａ会費を、準要保護者も支給対象にで

きないか問う。 

 

（２）姶良の１回目の支給月は７月と

なっている。 

学用品の購入でお金が必要な新学期

に支給して欲しいと要望がある。 

全国では保護者の負担軽減を考え、

申請から認定まで就学援助費を立替

え、仮に支給している自治体もある。 

姶良市においても、就学援助費の支

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

２．改正介護保険法

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給月を４月にできないか問う。 

 

 

（１）介護保険法が今年６月改正され

た。 

軽度認定の要支援１、２の介護サー

ビスを、自治体の判断で介護給付から

外して「日常生活支援総合事業」に置

き換えることができるようになった。 

今回の改正は、新たな給付抑制策が

盛り込まれており、利用者と家族に重

大な影響を与える。 

 

総合事業を導入せず、従来通り要支

援と認定された高齢者に全て介護保険

サービスを続ける考えはあるか問う。 

 

（２）改正により、現在は医師・看護

師等にしか認められない医療行為（た

ん吸引など）を、介護職員が行えるこ

とになる。 

 

介護現場での医療従事者不足を、専

門性が異なる介護職に補わせること

は、高齢者の命の安全を脅かすことに

ほかならない。 

介護職員の医療行為は安全性を確保

できるのか。また、賃金の評価も未定

であり、研修と業務の負担が重くなれ

ば、離職者がさらに増えないかなど現

場は多くの不安を抱えている。 

どのように考えるか。 

 

（３）保険料はわずかな年金からも天

引きされている。保険料を引き下げて

ほしいという多くの市民の声がある。 

 

基金を取り崩し保険料を下げるべき

ではないか。 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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３．歯周疾患定期検

診の導入 

 

 

 

 

来年度の介護保険料について、どう

考えているか問う。 

 

 

歯周病は口の中の問題だけではな

く、さまざまな全身性の病気とも深く

かかわっていることが明らかになって

いる。 

 

県が昨年行った「歯周疾患予防に関

する意識調査」によると、歯周疾患予

防に対する意識の低さが表れている。

県内でも多数の自治体が歯周疾患検診

を行っている。 

 

姶良市でも住民の健康増進のため、

歯周疾患の定期検診を行う考えはある

か問う。 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 


